
庁舎内の照明スイッチの近辺に、消灯を促進する掲示を行っています。

役場や学校、公共施設等でのごみの分別を徹底しています。

環境負荷の少ない電動車等（EV、FCV、PHEV、HV）を導入しています。

（公用車更新時に代替可能な車両がない場合を除く）

浅川町グリーン購入基本方針に基づいた物品等を率先して購入しています。

毎週金曜日をノー残業デー、毎月21日をリフレッシュデーと定め、庁舎内外の節電に努めています。

ふくしまゼロカーボンアワード2024（事業所版）

2050

スイッチの近辺に

消灯を促進する掲示

リフレッシュデー＆ノー残業デー

を促進する掲示

浅川町では2050年カーボンニュートラルの実現に向けて下記の取組を行っています

照明スイッチの近

辺に消灯を促進す

る表示をすること

で、節電意識が高

まります!!

電灯・OA

機器・エアコンな

どの光熱費の削

減に努めていま

す

役場や学校、公共施設等での

ごみの分別の徹底

昨年度、役場の行政事務をはじめ学校や公共施設から大量

に排出される紙類をはじめとする資源物の分別を重点項目

として取組、10トン以上の可燃ごみの減量に成功しました

環境負荷の少ない

電動車等の導入

燃料費が抑えられ、

地球環境に配慮します

【職員へごみの分別結果を周知するチラシ】

紙類（段ボール・書籍・新聞紙・

その他紙）は、可燃処理せず資

源化を徹底しています。また、

その他資源物（アルミ缶・ス

チール缶・ペットボトル・ビン

等）は回収区分に応じた分別

を行っています。

そ

の

結

果

ごみの量を減らすことにより、①ごみを燃やすエネルギー ②ごみを運ぶ車の燃料 ③ごみを燃やす

際のCO² ④ごみの処理にかかる費用 ⑤使うごみ袋 の全ての削減に繋がります。

引き続き浅川町では、安心して住み続けられる町を引き継げるよう、節電等による「省エネの推進」、

リサイクルの徹底による「ごみの削減」など、温室効果ガスの排出量を実質ゼロにするための取組を

率先し実行していきます。


